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福江 充 (富山県立山博物館)｢幕末期における江戸の立山信仰｣

佐藤 喜久一郎 (長野大学)｢白山信仰疑問一民間伝承における不気味なもの-｣

山本 義孝 (袋井市教育委員会)｢白山長滝神鳩入峰とその遺跡｣

曽根原 理 (東北大学)｢戸隠山別当乗因の思想と教団｣

高橋 - (日本山岳修験学会)｢中世北信濃小菅権現 ･柱松一熊野信仰の伝播｣

牛山 佳幸 (信州大学)｢信濃から見た山岳信仰の相互交流一主として中世における｣



火山地質学と考古学からみた妙高山信仰

早津賢二 ･小島正巳

Ⅰ､山岳信仰の舞台としての妙高火山

早津賢二 ･小島正巳 

1､はじめに

妙高火山は､新潟県の南西部､長野県との県境近くに位置する複成火山 (何回も噴火を

くり返して成長した火山)で､新潟焼山 ･黒姫 ･飯縄 ･斑尾などの諸火山と共に､妙高火

山群 (早津､1 985､2 008)を構成している｡焼山火山と共に､気象庁の活火山に指定され

ている｡活火山とは､ここ 1万年以内に噴火した証拠があるか､または現在活発な噴気活

動が認められる火山を指す｡

妙高は､古くから山岳信仰の対象となってきた (時枝､2 008)が､その背景には､火山

特有の地形 ･景観が大きく関係していると思われる｡ここでは､妙高の地形と成り立ちに

ついて触れ､山岳信仰の舞台としての妙高を概観してみる｡ 

2､妙高火山の地形

妙高火山は､西側の西頚城山地と東側の高田平野との境界付近に形成された成層火山で

ある (図 1)｡山頂部には､南北 2.8km､東西 1.8kmの､東に開いた馬蹄形のカルデラが

あり､その中に､直径 1.- .k 0m の､巨大な ドーム状の中央火口丘 妙高4 18m､比高 40 ｢

山｣がある｡最高点 (2454m)は､中央火口丘上にある｡この中央火口丘を取 り囲んで､

前山 ( 1935m)･赤倉山 (2141.1m)･三田原山 (2340m)･大倉山 (2172.4m)･神奈山 ( 1909m)

の外輪山が連なる｡外輪山は､東方～北東に広大な裾野を広げている｡東山腹には､大田

切川 ･白田切川の 2つの火口瀬が刻まれ､それ らの源流部はそれぞれ北地獄谷 ･南地獄谷

の深い渓谷となっている｡

火山であることを反映して､山体は急峻で､岩場 ･滝 ･湖沼 ･湿原が多い｡また､噴気

活動や温泉の湧出が認められる｡ 

3､妙高火山の成り立ち

妙高の噴出物は､基盤である新第三紀 (約 160-2300万年前)の海成層の上に､最大 

1,0m の厚さで重なっている｡その活動史は､第 Ⅰ活動期～第Ⅳ活動期までの 4つの活20

動期と各活動期にはさまれた 3つの活動休止期に分けられている (早津､1 985､2 008)｡

各活動期の長さは､およそ数万年である｡各活動期ごとに､噴出されるマグマは､玄武岩

質 (SiO2<53%)-安山岩質 (53%≦SiO2≦63%)-デイサイ ト質 (SiO2>63%)へ
と変化する傾向を示し､そポぞれ標高 2,500m～3 ,000m の円錐形成層火山をつくりあげて

いる｡すなわち､妙高では､噴火のくり返しによって標高 2,500m～3 ,000m の成層火山体

が形成されると､火山活動は長い休みに入 り､やがて浸食の進んだ旧い火山体を土台とし

て､地下深部から上昇してきた新しいより若いマグマによって次の期の活動が開始される､

ということを 4回くり返してきたことになる｡つまり､妙高は､単純な 1つの成層火山で

あるというよりも､むしろそれぞれ数万年の寿命をもつ､形成時期を異にする 4つの独立 
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した成層火山が､ほぼ同じ位置で､より旧い火山体の上により新しい火山体が順に重なっ

てできている火山である,とみなすことができる｡このように,みかけは 1つの火山のよ

うに見え,ふつう 1つの火山名が与えられているが､実際は 2つ以上の異なる火山体から

構成されている火山は､多世代火山 (早津､1 985)とよばれる (図 2)｡

一代目の妙高が誕生したのは約 30万年前､最も若い四代目の妙高が誕生したのは約 4

万年前である｡その後､約 2万年前の山頂部大崩壊によるカルデラの形成､約 6,000年前

の中央火口丘の形成へと続く｡四代目の最新のマグマ噴火は､約 5,000年前 (縄文時代中

期末葉～後期初頭)の火砕流噴火である｡また､確認されているもっとも新しい噴火は､

約 1,040年前に現在の南地獄谷谷頭部で起こった小規模な水蒸気爆発である｡ 

4､山岳信仰の対象としての妙高火山

妙高に存在するもので､実際に信仰の対象とされたかどうかは別として､他の霊山の例

からみて､信仰の対象になり得るのではないかと考えられるものを､以下に取り上げてみ

る｡ 

(1)全体の山容

妙高火山は､比較的標高の高い独立峰であり､遠方からもよく見通すことができる｡そ

のため､越後富士とも呼ばれるその秀麗な山容と相まって､古くから北信濃を含むこの地

域のシンボル的な存在として君臨してきた｡また､妙高は､縄文時代以降古代まで､とき

どき噴火をくり返してきた火山であり､恐れの対象でもあったはずである｡仏教の伝来以

前から､妙高が信仰の対象として仰ぎ尊ばれてきたことは､想像に難くない｡ 

(2)岩場

火山であるため､妙高には全山にわたって大小の岩場 (主に溶岩流を起源とする)が存

在する｡とくに,中央火口丘は､比較的新しい溶岩 ドームであり､標高が高く植生が制限

されていることから､巨大な岩塊がむき出しの状態で表面を覆っている(図 3)｡岩場には､

岩陰や岩窟なども存在し､一部では少量ながらも水も入手可能である｡これらの岩場が､

自然の状態のままあるいは一部加工を施して､実際に行場 ･拝所として使用されてきたこ

とが判明している (小島 ･早津､2 003など)｡ 

(3).滝

妙高のような成層火山は､溶岩流と火山弾 ･軽石などの火砕物質が交互に積み重なって

構成されている｡山体の浸食の過程で､堅固な溶岩流の部分は滝を形成する｡火山には滝

が付きものである､といっても過言ではない｡妙高にも､大小無数の滝が存在する｡かつ

ての参拝登山のコースに沿った付近には､光明滝 ･称名滝などがある (図4)｡ 

(4)池

火山では,噴出物や崩壊物による谷のせき止めが起 こりやすい｡谷がせき止められると､

そこに水が溜まり湖沼が形成される｡湖沼は､やがて水草や他の草本によって埋め立てら

れ､湿原に変わっていく｡爆発によってできたすり鉢状の火口に水が溜まって池になった

り､凹凸に富んだ溶岩流の表面に水が溜まり､湖沼や湿原が形成される場合もある｡妙高

では､いろいろな要因によって形成された､湖沼から湿原に至る種々の段階のものが認め

られる｡登山道ぞいにある光善寺池 ･鏡池 (鏡ノ池)は､小さな爆裂火口に水が溜まった

ものである｡ 
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また､火山では､水を通しにくい地層 (溶岩流の中央部や粘土化 した火山灰層など)と

水を通しやすい地層 (火砕堆積物や溶岩流の上･下部)が交互に重なっていることが多い｡

谷の両壁では､これ ら地層の重な りの断面が露出することになり､そこではしばしば帯水

層からの湧水が認められる｡これ らの湧水には､鉄分が多く含まれているものがあり､そ

れがバクテリアの作用や他の水と混じったときの中和反応などで､水酸化鉄として沈殿す

ることがある｡火山地域ではこのようにして生じた赤褐色～黄褐色の水酸化鉄の沈殿がし

ばしば認められ､信仰の対象となっている山では､ "血の池"として拝所の一つとされてい

る場合がある｡妙高では､光明滝下流の北地獄谷左岸にある血の池が､この例である (図 

5)｡なお､妙高の血の池は､1 995年 7月 11日の集中衰雨で発生した小規模な土石流に

よって埋め立て られ､景観が以前と大きく変わった｡ 

(5)噴気

現在､南地獄谷の谷頭部では､激しい噴気活動が認められ (図 6)､山麓からも遠望でき

る｡この噴気活動は､中央火口丘が形成された約 6,000年前以降､継続されてきたものと

みられている｡噴気孔周辺は､変質作用により広範囲にわたって黄白色に変色しており､

そこに立つと､異様な噴気音や硫化水素臭と相まって､下界とは異なる別世界を連想させ

る｡この地点が､かつて行場あるいは拝所として使用されたという具体的な証拠は得 られ

ていないが､他の霊山の例をみると､噴気地点そのものあるいは噴気を上げている山とし

ての妙高が､信仰の対象とされたと考えるのが自然であろう｡ 

(6)温泉 ･イオウ

北地獄谷一帯および南地獄谷の谷頭部には､現在､閑､燕､赤倉､妙高 ･池ノ平など妙

高を代表する温泉の源泉が点々と立地するが､この地域には､古代から温泉が自然に湧出

していたと考えられる｡また､この地域には､一噴気に伴って放出され昇華した自然イオウ

が産出する｡これ ら温泉やイオウは､薬草などと共に､古くからこの地域の人々に珍重さ

れてきたはずであり､修験者にとっても意味のある存在であった可能性がある｡ 

(7)背後に控える焼山

妙高の背後 (西北西)にそびえる焼山は､3 ,000年前に誕生したばかりの日本で最も若

い活火山である (図 7)｡有史以降も活発な噴火活動を継続しており､平安時代 ･中世 ･江

戸中期には､雲仙普賢岳 (1990-1993年)の噴火に類似した激 しい火砕流噴火をおこな

っている｡小さな水蒸気爆発のような噴火は､より頻繁に起こっていたはずである｡この

ような焼山の噴火の様子は､妙高の山頂からはもちろん､周辺の山麓からも容易に見るこ

とができるし､直接火山灰を浴びることも多かったはずである｡妙高の山岳信仰を考える

とき､火の山として背後にそびえる焼山の存在も考慮する必要があるかもしれない｡

引用文献


早津緊二 (1985):『妙高火山群-その地質と活動史 -A.第一法規出版.


早津章二 (2008):『妙高火山群-多世代火山のライフヒストリ --』.実業公報社.


小島正巳･早津賢二 (2003):｢妙高火山の山岳宗教遺跡｣山の考古学研究全編 『山岳信仰と


考古学』.同成社.: 141-164頁

時枝 務 (2008):｢妙高山信仰の考古学｣小島正巳編著 『妙高高原赤倉温泉一閃湯 190周

年記念 ･赤倉温泉と温泉組合のあゆみ-』.赤倉温泉組合.: 34-35貢 
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Ⅱ､考古学表面調査による妙高山岳宗教辻跡

小島正巳

はじめに

妙高火山の山岳信仰に関するこれまでの研究では､山中において実際におとなわれた信

仰活動の姿については､あまり言及されてこなかった｡山にあった堂社 ･拝所の現場地点

はどこか｡何がおこなわれ､現在どうなっているか｡どこを通って登ったかなど､素朴で

基本的な疑問に答えたレポー トはほとんどみられない｡

山岳信仰に限らず,妙高の山の中は考古学研究の処女地であった｡ この情況下､2 000

年夏以降 9年間､地元温泉関係の方がたのご支援をいただき､ほぼ単独で考古学表面調査

を実施してきた｡まだ未調査区域は残っているが､これまでの調査結果から､標高約 800m

以上の山岳域における宗教遺跡の概要を述べる｡

1､山岳域の考古学表面調査

考古学の資料は､人間活動にかかわるすべての物的証拠で､時間経過の中で累積 した土

地利用痕跡と､その内容を示す遺存物を中心とした情報である｡時代範囲は現代までふく

む｡辻跡は土地利用を放棄されたところで､後の土地利用のやり方や､その土地の自然条

件によって撹乱や改変を受け､場合によっては消滅する｡

われわれが現在見る妙高山中の遺跡は､これまでの自然変化と人の入山痕が累積する最

終的な姿である｡そこにみられる人間活動のうち信仰活動にかかわるものを妙高山の宗教

遺跡という｡ここでおこなった考古学表面嗣査は,山道を歩きながら､また岩間にもぐり,

ヤブコギしながら地表に現われている物や,埋没した遺構が地表に何等か反映していると

ころを探し観察し､散在する遺物を採集する作業である｡よく知られる発掘調査はおこな

わない｡

遺跡や遺物がもつ情報は､自然科学の知識や同時代の記録､民俗資料などの助けもかり

引出す｡妙高は近代以降のものが多く､明治大正期の登山記や古い絵葉書も活用した｡

以下､説明の便宜上､山岳域を山頂の南峰と北峰､前山の山頂尾根筋､および温泉場閑 ･

燕周辺の 4つに分けて､山頂から順次述べる｡ 

2,山岳宗教辻跡の形成と変遷 

(1)山頂南峰 (南端地一中間地一三角点のある北緑地まで約 150m間)

現在､山頂南峰 (図 8)においては宝蔵院 ･現開山神社に直接関係する石造物や建築物

は全くみられない｡｢南端地｣の最高位地点 (2,454m)の上面が比較的平坦な巨岩上に戦

中昭和 17年建立の石仏将軍地蔵 (先達兼備正覚他)がある｡木曽御蘇講によるもので､

周りに置かれた明治 45年建立の石造角柱瀬孝霊神碑 (小千谷町先達小船井治郎他)､昭和 

3年建立の鋳造角柱妙高大神 ･御大典記念碑 (上越中頚城覚情講)も御薮講のものとみら

れるが台石もなく､地蔵安置の際に近くから集められ南端地のこの拝所が形成されたと思

われる｡この巨岩の地点の江戸時代以前の状況は不明であるが､周辺から銭貨無事通宝 ･

寛永通宝が採集された｡ただし当地の木曽御蘇講では近年まで古銭を事案する風習が浅っ

ていて､御森講関係のものが多い巨岩周辺採集の古銭は発見状況を見極め評価 しなければ

ならない｡ 
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この巨岩から北へ約 25m になる狭い尾根上に木堂 (妙高山本堂 ･如来堂,明.治以降は御

堂とよばれた)があって､神仏分離のときまで阿弥陀三尊が紀られていた (図 9)｡この木

堂は苅羽久米村 (現柏崎市)の大先達五位氏によって建立され建替えられてきたもので､

宝蔵院が放棄した後は､山神が紀られ､地元高田のお山参り大先達竹内喜三郎氏とその一

族によって修理し守られ､風雪で倒壊する昭和 10年頃まであった.前庭右岩の霊水ある

岩陰前を映す戦前の絵葉書を見ると､本堂の正面の骨組みが解体されず鳥居に見立て立掛

けられている｡

現在､その霊水のある岩陰には大形の石製水盤 1基と新しい小碑などが置かれ､現在礼

拝場になっている｡岩陰中央奥壁に ｢春 日穴クラロ｣と読める陰刻文があり､岩前面に呪

符のような図形彫が散在する｡水盤は願主竹内万作､その他による奉納物で､紀年銘はな

いが､登山記によれば明治 36年より前にはこの岩陰に配置されていた｡この岩陰の中か

ら銭貨元祐通宝 ･永楽通宝が採集された｡

｢中間地｣は巨岩が群立する｡そのうち登山記などにみえる ｢日本岩 ･鞍岩 ･大黒胎内

岩｣は語 り伝えなどから東西に並び同定される｡これ ら岩場には明治 35年の翠峰教士の

登山記によれば､岩上に鳥居や仏像が置かれていた｡鞍岩の岩隙土からは銭貨永楽通宝 ･

寛永通宝が採集され､礼拝場が存在したと思われる｡東の谷寄 りの大黒胎内岩には､南北

に伸びる節理に沿って開けた全長約 9mの自然空洞がある｡北口は大きく､中央は狭く腹

這いで通 り抜けられるような床に小磯 4- 5個が敷き詰められている｡南抜口には岩上へ

登れる足場らしい刻みもある｡胎内潜 りがおこなわれたと考えられるQ内部壁面の加工や

遺物は発見されない｡床面に登山者が捨てたゴミ ･カン ･ビンなどが多量に埋め込まれ汚

染が目立つ｡周辺のヤプの中に､｢北緑地｣へ通じる掩跡が所々に残る｡岩巡 りの道や巡 り

順などの行場伝承は聞かない｡

｢北故地｣では一等三角点横の岩において岩隙から近世銭貨破片が採集された｡この岩

上に礼拝施設があったものと思われる｡三角点 (2,446m)は明治 25年に選点､27年に標

石が埋められた｡標石から 2- 3m 周りに測標脚先とみられる丸太 5- 6本が埋まってい

て､錆びた角釘も採集され､測標植遺構の残片と考えられる｡櫓建立の際に周辺地の低木

は伐採され､岩や礼拝場も撤去され削平されたと思われる｡北換地は､大衆登山が盛んに

なって多数の登山者が休みをとる過剰利用のため､植生を失い裸地になった｡西側の岩場

において大石の割面に矢穴痕が残るもの数個がみられる｡その石割 りの目的と時代は不明

であるが山頂における石丁場らしい存在は注目される｡

北緑地北端に岩窟 (図 10)があり､奥に岩萌霊神 (大先達竹内喜三郎)を示巳る石鋼が安

置されていて､現在も子孫の人びとによって夏に例祭がおこなわれている｡入口近くに霊

水を受ける銅製水盤 1基が置かれていた｡この水受けは当初南端地の霊水ある岩陰に置か

れていたもので､明治 13年に登頂した英国外交官アーネス ト･サ トウがその鉢 (a vessl)

をみて 『日本旅行案内』に簡 介していた｡新たな妙高信仰の道を求めた竹内喜三郎が霊水

のある自然窟をみつけ､水盤を持ち込み修行 した旨､一族の間に伝えられる｡

水盤の刻文によると文政三年七月に東叡山子院関係の観成院の僧が妙高山頂弥陀三尊之

宝殿に奉納したもので､謹告､祈請文もあることが最近明らかにされた｡現世利益の祈麻

をこめた近世山岳信仰の姿がうかがえる｡

｢南峰全体｣でみると､｢南緑地｣の岩陰､｢中間地｣の大黒胎内岩の中､および ｢北縁 
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地｣の岩窟内では岩面から極微量の水滴が落ちる水場がある｡岩陰と岩窟の 2カ所ではそ

の水を神聖な霊水とし貯水施設の水盤に溜める｡このほかにも微量の水の出る所が数カ所
(ママ)

ある｡南緑地岩陰の水は ｢俗二タ へ ナイ水｣ともよばれた (妙高山一等三角点の記)｡水

が貴重な高地においてよく水が得られたことも,妙高山頂の特色であった｡

また､南峰では岩の大小､形状を問わず多くの岩にタガネまたは登山ハンマーなどで,

図形 ･文字 ･数字が彫られていて､岩場は落書遺構と化 している (図 11)｡主に山頂尾瀬

筋の道沿いと休み場が目立つ｡塗料によるペインティングも若干ある｡一般に山の場合､

樹木や岩はよく落書されていてあまり関心をもたれないが妙高南峰の落書は読み取れる意

味から､多くは明治末から戦後 1970年代登山ブーム頃まで登山した学生たちが彫った登

頂記念銘であった｡学校名 も判読できる｡その中に混じり信仰に基づく陰刻文や呪符が僅

かながら認められる｡

山頂は厳 しい自然条件のため植物の育成は限られ､岩石の破砕と倒壊､尾瀬の崩落が続

いている｡南端地はこの 80年間だけでも本堂前庭の礎石は滑落し､岩陰前が谷に向って

削られた｡北緑地三角点周辺は全面的に裸地となった｡山頂では倒壊､流失､撤去により､

消失した遺構や遺物は少なくないと思われる｡ 

(2)山頂北峰 南峰北縁岩窟前から北方へ一標高約 240( ,2mの北端まで)

山岳宗教の峰入修行は起点となる峰から尾瀬を伝い､また連山の峰々を巡っておこなわ

れた｡山頂北峰に現在山道はなく､踏跡もみられず､これまでの調査では遺構 ･遺物は全

く発見されない｡ 

(3)前山山頂尾我筋 (天狗平 ･天狗のへそ ･前山岩陰)

｢天狗平｣ (標高約 1935m)には天狗堂とみられる木堂の廃屋が明治末頃まで残ってい

て登山者がそこで休みをとっていた｡明治初めまで天狗像が能られていたと伝えられるが､

その木堂の立地点は確認できない｡山寄りに東京紫風苑による昭和 32年建立の宝蓮霊神

の石鯛がある｡登山道の広場から､天狗堂関係のものと考えられる銭貨一失銀 ･寛永通宝 ･

天保通宝､キセル雁首 ･吸口､鉄模､破壊された石示司前側の残片が採集された｡また近く

の登山道では使用痕が認められる喝瑞の具火打石も発見された｡

天狗平の北東に続く小丘 ｢天狗のへそ｣頂上には小磯が埋設され､解体されて身部を欠

く石鯛の屋根と台石が残されている｡天狗堂の関係施設であったと思われる｡

前山北山頂 ( 193 ｢標高 ,2m)下方の巨岩が多数露出するところの 前山岩陰｣において

岩隙の堆積土中から銭貨至道元宝 ･祥符通宝 ･皇宗通宝 ･寛永通宝 ･文久永宝他約 270枚

が採集された (図 12)｡崇拝対象が 17世紀から 19世紀中葉ないし後半まで存在 したと思

われ､小銭を自由に使用できる一般民衆のお山参りに銭貨の奉賛を活発におこな-った近世

山岳宗教の実体がうかがえる｡北東方向山下の ｢しふ池｣近くから岩陰前を通る尾根筋道

が主要な登拝道であったとみられ､その道中または山頂周辺に ｢比丘尼石｣｢チコ石｣｢縁

結び岩｣があったとも伝えられる｡この道は山頂尾瀬の崩壊拡大によって廃絶 し､その後

に北地獄谷の源泉地から天狗平へ通じる道や､麻平新道が開かれていく｡ 

(4)温泉場 閑 ･燕周辺 (大滝行場 ･姥堂 ･線滝行場)

妙高高原温泉場の開湯は閑温泉の前身であった ｢開山温泉｣が最も古い｡源泉の発見は

享保 12年 (1727)と伝えられ 280年になる｡江戸時代後期頃､登拝道が通る湯坂 (現在

の源泉地)にあり､その登山口が結界地で女人禁制札が立っていた (図 13)｡そこから ｢し 
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ふ池｣､前山尾偵道へと登った｡燕温泉は明治 28年頃から現在地に形成され､新たな妙高

登山口になった｡明治中頃以降､関 ･燕温泉に妙高信仰の行者や信者が定宿をとり,活動

基地とし､各温泉場もその活動を支援 してきた｡

｢大滝行場｣につき江戸時代に遡る利用の有無はあきらかではない｡現在確認される限

り高田 (現上越市)の三宝院末真言宗醍醐派の安着院高嶋祐信によって開かれた｡明治 16

年末3月蘇主作の大滝大日不動明王像がある御堂や滝場へ下る道を関温泉の人びとが守り

継ぎ例祭もおこなう｡先に述べた竹内喜三郎一族も関温泉を拠点とし､｢妙高山再盛興事務

所文書｣にみえる妙高山本堂修復､登拝道改修などをおこない､大滝不動建替､姥堂 ･権

現堂の再興､篠倉大明神,五位神社の修復にも尽力した｡｢姥堂｣の男子坐像は中興開山

竹内喜三郎重明霊神像 (明治 36年 6月)で､現在も子孫により例祭がおこなわれている｡

｢池滝行場｣も現在確認される限り高田の天台宗寺門派の誠聖院柴田唯信により開かれ

た｡明治 44年に妙高山天台国峰行場の許可を得た｡｢誠聖院文書｣によると燕温泉場の人

びとの協力を得て ｢国峰に関する契約｣を締結し国峰事務支店を委嘱､4 0年以上にわたり

行場の維持と修行参詣者の便をはかってきた｡滝周辺は平成 7年 7月 11日の集中豪雨に

よって著しく破壊されたが､本堂の石室は無事であった｡ 

(5)近現代の妙高山岳宗教

現在までの調査で見出した古くからの山岳宗教の遺構や遺物は少ないが､山頂と温泉場

では明治以降約 130年にわたる民衆の活発な宗教活動が明らかになってきた｡次第に衰退

した江戸時代の遺風と称するお山参りや､神道に転じた関山神社信仰とは一線を画する山

岳宗教の舞台であった｡修験道の流れをくむ行者たち､妙高信仰の再興をはかる人びと､

御森講の人びとなど､現在も時たまその姿がみえる｡ 

3､落書とゴミ屑で汚された山頂南峰遺跡

山は新たな山岳宗教が展開する一方で､夏は快適な都市生活の延長のように山を楽しむ

人たちで賑わう｡中腹まで広大なスキー場も広がり､妙高火山と人との関係は四季を通し

て大きく変貌した｡山頂に群立する巨岩の景観は山岳宗教の源泉で全体が神聖な行場であ

ったが､その岩の多くは近現代の登山者により落書され､岩間や大黒胎内岩の床などにゴ

ミ屑が埋め込まれてきた｡

現在もなお､石詞を示巳る岩窟内に空きカンやビン､ビニール袋が捨てられる｡また岩陰

の拝所で霊水を蓄える水盤へ割れたガラスビンやゴミが投げ込まれる｡妙高山信仰を阻害

し山頂を汚すものは誰だ.
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図 3 中央火口丘山頂部の景観 
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図 4 光明滝 (手前)と称名滝 (輿) 
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図 5 "血の池"の湿原 (中央の円形部分､上流側が土砂により馬蹄状に覆われている)

図 6 南地獄谷の噴気活動 
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図 7 火打山頂からみた焼山の噴気 (1997年 11月 16日撮影) 
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南端地

中間地 

北緑地 

図8 山頂南 峰

1 :最高位地点 2:妙高山本堂跡地 3:霊水のある岩陰

4 :日本岩 5 :較岩 6:大黒胎内岩

7 :一等三角点 8 :水盤があった岩窟 
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図 9-1 山頂の御堂 (昭和 9年使用済絵葉書)

御堂の立地点はこのような絵葉書によって知り得た｡右手前が垂水のある岩陰｡

図 9-2 御堂倒壊 し間もない頃の岩陰前のお山参 りの人たち

鳥居に見立てた古材は貫穴とシャクリがある柱､笠木をなす桁､彫をもつ鴨居に束が組み込まれていて､

御堂の正面の骨組みが解体されずにそのまま移されている｡ 
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0-図 1 1北緑地岩窟内 

奥に石詞､左に銅製水盤｡水盤は細長い卵形で口縁部長 60cm､最大幅 30cm､高さ 16cm｡
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図 11-1 南端地最高位地点巨岩の落書

図 11-2 中間地鞍岩の落書
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図 12 前山岩陰

石をはぐり人が立っている下から大量の鋲貨が出土 (2003年撮影)

老聴､榊

腰

図 13 越後開山温泉略絵図(安政 6年以前の鳥略図)･湯坂の女人禁制札 (高田藩万年覚) 
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関山権限の祭礼と妙高山参り

鈴木昭英

はじめに

妙高山の山岳信仰に由来する祭礼行事には､現在も関山神社の社頭で行われている ｢火

祭り｣と,妙高山を信仰する地域住民が先達に引率されて妙高山頂まで登る ｢妙高山参り｣ 

(ナンポイサン)の 2つがある｡前者は近世には 6月 17･18日,今は月遅れの 7月 17･ 

18日に行われ 後者はI日暦 6月23日を山頂阿弥陀如来の祭日としたので､22日に登山し､

翌 23日に下山した｡両者が接近して執行されるのは､そこに何らかの関連があったためと

思われる｡

この発表は､妙高山信仰と妙高山修験に深いかかわりのあるこの 2つの行事について､

そのあらましを概観し､その変遷や特色,意義などをうかがうことにしたい｡ 

1 開山神社の祭礼 

(1)現行の祭礼

｢火祭り｣を特徴づける祭儀は ｢棒使い｣と ｢柱松｣の 2つである｡主役は ｢仮山伏｣

の 6人である｡17日のうちに相次いで行われる｡当日朝 9時ごろ､祭りの関係者や担い手

が社務所に集まって行列を組み､関山神社に繰み込む｡そこで､神職による神道式の祭典

が営まれる｡次いで外の参道石段下の広場で､仮山伏による ｢棒使い｣の演武が行われる｡

白色の禰杵に陣羽織をはおり､山袴を著し､白足袋､草鞍をはき､頭上に白頭巾をかむり､
かみ

日光 ･月光 ･三叉の飾りを頭上につけた仮山伏の 6人が､上と下
しモ

で
.

3人ずつに分かれ､2 
r(けJJめ

人がつがいになって､太刀 ･薙刀 ･棒を手にして打ち合いの型を演ずる｡これには ｢役抜｣ 

6型､｢火切りの役｣8型､｢火兄の役｣8型の合計 22通りの型があり､それを順次演じて

ゆく｡独特の武術の型だといわれている｡これに要する時間は約 30分｡

｢棒使い｣が終わると ｢柱松の式｣である｡池の東側の通路に､60間を隔てた南と北に 

2つの柱松が建てられている｡当日､関山神社から管 の所にシデを下げた扇型の芙韓と､

まとい型をしたiJ楢 を持ちより,柱松に取り付ける｡池上の太戟橋の上で火切りの仮山伏 2

人が神職と手をつなぎ､火付けの準備をする｡合図によって上 ･下の仮山伏がそれぞれの

柱松を目掛けて走り寄り､中腰までよじ登って火打石で火をつけ､その早さを競う｡上 (南)

の方が早くつけば田が豊作､下 (北)の方が早くつけば畑が豊作だなどといわれている｡

柱松が燃え終われば､それを倒し､太く長い縄をつけて大勢がつかまり､｢若松様の祝い

歌｣を歌いながら､北方の ｢庭｣といわれるところまで引いてゆく｡｢庭｣というのは､昔､

別当の宝蔵院があった門前である｡ 

17日の午後には､今は奉納角力が行われ､夜は神職による神楽舞が奏される｡ 

18日には関山集落へ御輿の渡御が行われる｡5箇所で休息するが､そのとき仮山伏の棒

使いが演じられる｡これは近年始められたもの｡夕方 8時ころ､一同が神社に戻り､一切 
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の祭礼が終わる｡ 

(2)江戸時代の祭礼

江戸時代の祭礼は､別当宝蔵院主の後商である開山家に伝わる ｢宝蔵院文書｣である程

度のことが知られる｡正徳 2年 (1712)以来書き継がれた 100余冊の 『宝蔵院日記』があ

るし､そのはか明和年間 ( 1764-72)の 『妙高山雲上寺歳中行事』や寛政 8年 (1796)に

記された 『関山権現祭礼手文』(ともに､山岳宗教史研究叢書 17『修験道史料集 〔1〕』

所収)などでうかがうことができる｡

祭礼に先立って､6月 13日ごろから関山権現社額の氏子惣中や高田額民が出て社辺の棉

除をする｡14･1 5日ごろ柱松を建て､祭礼の支度をする｡1 6日には御宮の拝殿で庄屋 ･

組頭が御輿の飾りつけをする｡昼ごろ院主と衆僧が出仕し､大幣を御宮に納め､法華俄法

を執行し､観音経普門晶を読諦する｡ 

17日には､午の刻 (正午)の二番鐘を合図に､山伏 7人 ･宝海寺 ･導師 (宝蔵院院主)･
おさえ

供侍 2人 ･草履取 1人 ･長柄持 1人 ･押足軽 2人 ･社家 3人 ･庄屋 ･組頭などの順で行列

を組み､宝蔵院を出て御宮に繰り込む｡入ると､社家が御輿の前で神楽 1曲を奏し､先達

が法螺貝を吹き鳴らす｡次に､導師が登壇して本地供を優し､続いて衆僧山伏の祈祷があ

る｡

次いで､山伏 6人が庭前で ｢長刀の手合せ｣をする｡｢大刀長刀の神事｣ともいう｡次に､

山伏 2人､火打ちを持って行き､先達に従って切火に進む｡切火の勝負を終わって､帰院

する｡氏子惣中が柱松を宝蔵院の門前に引き付ける｡引き終わって､寺内の庭上に座して

｢妙高山の御唱歌｣を詠ずる｡社役の村々が祝儀の酒 1樽ずつ持参する｡手酒を出す｡踊

りを催す｡ 

18日､早朝に導師 ･衆徒が御宮に出仕し､神前に赤飯などの供物を献じ､普門品 33巻

を読諦する｡

以上､江戸時代の祭礼の概要を述べてみた｡いずれの記録にも､肝心の棒使いや柱松の

儀式については簡単に触れるだけで､詳細が知られないのは残念である｡しかし､全体の

記載を見ても､現状と大きな敵麻があるとは思われない｡祭儀次第はそれほど違わなかっ

たようである｡つまり､現状の行事の骨格は江戸時代にすでにできていて､それがその姿

をあまり崩すことなく､伝えられてきたといえるようである｡

この祭りの執行にあたって､社債の氏子惣中や高田飯民､村役人など大勢の人たちが加

わっていたことに窯かされるが､近世と明治以降を比較した場合､大きな違いは,仏教色

を排したことである｡近世以前は別当宝蔵院が主催し､院主や衆僧,山伏が主体的に執り

行い､祭典も院主が本地供や法華俄法を修し､衆僧が経典を読諭し､山伏が祈祷したBし

かし､明治の神仏分離後に､権現の称を廃し､院主は復飾して神職になり､衆僧の参加も

途絶え､行事が神道化した｡

ちなみにいうと､この火祭りは関山三社権現の祭礼であるが､6月 18日を祭日としてい 
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るのは､祭神の本地仏の縁日によるものであった｡主尊の関山権現の本地仏は聖観音､脇

神の白山権現の本地仏は十一面観音であった｡観音の縁日は一般に 18日とされている｡そ

れを採用したものであるが､そのことは､この祭礼が関山三社の祭神の祭りであることを

示している｡ 

(3)戸隠山伏の祭礼出仕

『宝蔵院日記』で最も古い時代の記録である 『宝蔵院日記抜書』(正徳 2年より享保 5年

まで)の冒頭の正徳 2年 (1712)6月 7日条に ｢戸隠へ飛脚二道ス､右ハ拙僧当院へ入院

仕候､乍御無心前例之通祭礼之時衆僧六人頼入度､乍御世話頼入候､又候戸隠権現へ御膳

献備申渡候､金百疋遣ス｣とあり､同月 15日条に ｢如先例戸隠より衆僧六人来､迎馬 6疋

相原迄､昼食等為遭候也｣とあり､また同 17日条に ｢法印衆僧山伏六人､於神前導師本地

供､衆僧山伏祈祷､終而長刀､火放､互二勝負､相過､柱松門前江引付ル｣とある｡前例

に従って､依頼して戸隠から衆僧山伏 6人に来てもらい､17日の開山権現社での祈祷を勤

めてもらっているが､庭外で行われた長刀､火故の儀も彼らが勤めたのであろう｡

当時､そのように戸隠と妙高は特別深い関係にあったが､それには背景がある｡天正 10

年 (1582)､織田信長の武将森長可の侵攻により､開山周辺は焼き払われ､関山権現社の社

殿､堂塔も多くが灰塩に帰した｡徳川幕府は慶長 16年 (1611)に関山権現社額として高百

石を寄進し､破壊したところを修理させたが､その修理に力を尽くしたのは宝蔵院院主の

大僧都俊海であった｡上杉謙信の甥で､諸軍討死の菩提のため出家し､家康の信任が厚い

南光坊天海大僧正に師事したという｡そして､戸隠本坊勧修院の第 48世院主に就任したが､

その時は戸隠本坊の前任者第 47世院主慶也上人を開山宝蔵院の中興開基としている｡その

後彼は宝蔵院の院主に就任し､開山権現を再興した｡再興後の宝蔵院は東叡山 ･日光山支

配下の天台宗寺院となり､歴代の院主は東叡山寛永寺より派遣された｡俊海の復興事業は

｢火祭り｣にも及んだようである｡おそらく天正の戦禍で中断したと思われるが､その再

興にあたり戸隠から衆僧山伏を引き入れたものと推測される｡

戸隠では､近世においては 7月 8日に中院で､同 10日には宝光院でこ同 15日には奥の

院で ｢七月会｣と称して火祭 (柱松の神事)が行われた｡それに先立ち､社前で ｢長刀の

試闘｣が行われた (米山-政 ｢戸隠修験の変遷｣『富士 ･御森と中部霊山』日本宗教史研究

叢書 9､名著出版､1978年)｡これは関山の ｢棒使い｣にあたるものである｡しかレ ｢柱

松の神事｣も ｢長刀の試闘｣も関山のものとかなりの違いがあるように見受けられる｡開

山のそれは､中世の伝統をかなり受け継いで行っていたといってよいのでなかろうか｡ 

(4)仮山伏の登場

江戸時代の前半は戸隠山伏に出仕により開山の祭礼が行われたようであるが､享保年間 

(1716-1736)の末のころから､関山村の氏子中より山伏役を勤めるようになった｡『宝

蔵院日記』の中の 『日記』(享保 17年より寛延 4年まで)によれば､元文 2年 (1737)6 
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月 16日条に ｢百姓之内こて山臥六人出シ夕飯より被下候也｣とあり､その後山伏 6人を百

姓の内より申し付けるということが､『宝蔵院日記』に度々出てくる｡そしてそれらに対し

て ｢作り山伏｣とか ｢括山伏｣などといっていたが､寛政 8年 (1796)の日記である 『玄

関日並記』の 6月 17日の条に初めて ｢仮山伏六人｣が記され それ以後はぽこの ｢仮山伏｣

が通用され 定着している｡百姓のうちから選ばれた俄か仕立ての仮想山伏だから､そう

いうのだろう｡

何らかの事情があって､戸隠から専門の山伏が来なくなって､致し方なく百姓のうちか

ら俄かづくりの山伏役を仕立て､祭礼に奉仕させたものと思われる｡

それにしても､棒使いなどはそう簡単にやれるものではない｡そこには充分な訓練が必

要である.戸隠から来た山伏よりの伝習もあったことであろう｡ 

(5)柱松は出峰後の儀礼か入峰前の儀礼か

玉来重は､｢出羽山松例祭と験競｣ (山岳宗教史研究叢書 7『東北霊山と修験道』名著出

版 1977年)において､妙高山修験の柱松は､戸隠の柱松と同じく､夏峰修行がすんだあ

と出峰して行う蓮花会の巌競べであっただろうと推定している｡柱松は夏峰から出峰して

行う延年に伴う験競べであったともいっている｡また､太刀 ･薙刀 ･棒を持って試合をす

る棒使いの儀は一種の武道の型で打合うが､もとは金剛杖で打合ったものが武道化したの

であろうという｡これも入峰修行によって鍛錬された体力を競うもので､超人間的な験競

べの近世的な変化であったとしている｡

ところで､由谷裕哉氏が､最近発行された 『開山神社火祭り調査報告書一仮山伏棒使い ･

柱松を中心として-』(仮山伏保存会 ･妙高市教育委員会 2006年)で､『妙高村史』(同

村 1995年)が関山神社の火祭りについて､もとは妙高山修験者が夏の修行を終え､その

験競べに行う儀礼であるとしたことに反論し､入峰修行の前行としての妙高柱松という位

置づけをされた｡『妙高村史』の所見は他の人の主張を取り入れたものと思われるが､これ

についての見解は玉来重がはじめて唱えたものである｡

由谷氏の入峰前行説の根拠は､阿吸房即伝が著した 『三峰相承法則密記』の ｢柱松作法

事｣の記載にある｡そこに ｢次打柱松作法事､佳人成行列､諸客等柱松三方順次可立列､

次錫杖井慈救明松山伏聞以清浄心段廼登柱松可健火､健火了下柱松也､次可立駈出螺､次

可置柱松､次入成行列如前｣とある｡これを入成の行列の前に行うものと理解するかどう

かの問題がある｡

『関山温泉記』に､燕温泉は霊泉であるから御縁故の神仏が例年 5月晦日より 6月 13 

E]まで 14日間入浴されるので､留湯と称して諸人を禁ずとあり､その留湯が『宝蔵院E ]記』

でも確認させることから､この期間に修験者の入峰が行われていたと考える研究者もある

が (大場厚順 ｢妙高山信仰の変遷と修験行事｣､安達恩 ｢妙高山信仰と年中行事一開山権現

火祭と兜天祭｣ ともに山岳宗教史研究叢書 8『富士 ･御森と中部霊山』 名著出版 1978

年)､留湯をもってその期間入峰があったとするのは根拠が弱いように思う｡ 
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2 秒高山参り

(1)江戸時代の妙高山参りにおける開山宝蔵院の対応

妙高山を信仰する諸方の農民や町民が妙高山参りをするのは､山頂阿弥陀堂の開帳 6月 

22日から閉帳の 7月 6日までの間ならいつでも登れたが､開帳時の 6月 22日夕刻より登

山し､2 3日未明に山頂に登り､阿弥陀堂にお参りし､御来光を拝んで下山する集団が圧倒

的に多いのであった｡｢宝蔵院文書｣の 『宝蔵院日記』や 『妙高山妻上寺歳中行事』(明和

年間の記録)から､宝蔵院における参詣登山者への対応を記してみる｡ 

6月 20日 朝食後､ー宝海寺並びに代官などが来て立合い､宝海寺の者が妙高山の御影､

戸札､御守,洗米などを掃える｡ 

6月 21日 明日御山別当 (妙高山別当)が御山に持参する団子をつくる｡粉をひいて掃

える｡ 

6月 22日 未明より御山別当数人が登山する｡昼過ぎより山参りの道者が諸方からやっ

てくる｡宝蔵院本坊へおいおい届けに来る｡御神酒を出す｡先達の挨拶があり､宝海

寺と代官役が帳面につける｡参詣の人数分の関札を渡す｡道春たちは本坊で妙高山の

法楽を行い､終わってお山へ出立するD 

6月 23日 御山の散物 (散銭やお供え)がおいおいもたらされるので､それを改めなが

ら受け取る｡この日 .昼過ぎから道者が下山してくる｡宝海寺や松雪院が早朝より本坊

に詰めている｡下山後の､道者の中で先達号を顧う者があれば､それを出す｡別当も

帰寺するので､料理を出す｡ 

6月 24日 御山散物の内より配分をする｡御祭礼より御山が済むまでの祝儀物を贈り遣

わす｡ 

(2)大先達五位与左衛門 

6月 22日の妙高山参りの先陣をきって登山したのは､刈羽郡久米村 (現､柏崎市)の農

民五位与左衛門である｡各村々から参詣に登る代参の集団は､その村の妙高山人峰に明る

い練達者が､宝蔵院主から先達号を受けて､その名のもとに引率されだが､五位与左衛門

は ｢大先達｣を称し､各地の ｢先達｣の上に立つ総額的立場にあった｡妙高山参詣には重

い立場にあったといえるが､そればかりでなく､山頂の阿弥陀堂や中腹にある六地蔵堂の

建て替えは与左衛門の責任で行われた｡『宝蔵院日記』でもそれが確認される｡

五位与左衛門がこのように妙高山と深い関係が築かれていたことには､一つの伝承があ

る｡妙高山頂阿弥陀堂の阿弥陀三尊は､木曽義仲の護念仏であるという (『越後名寄』 )｡五

位氏の先祖は,義仲の臣､五位雅楽之助勝重である (『刈羽郡誌』)とか､義仲の家臣今井

四郎兼平の長臣の末葉 (『訂正越後頚城郡誌稿』)などといわれている｡現在関山神社の南

脇にある妙高堂の本尊は､明治時代に妙高山頂の阿弥陀堂より移したもので､これが木曽

義仲の安置したものだったといわれるが､五位氏の伝承も含めて､越後における義仲の武

将としての人気の高さを表わす伝承である｡ 
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(3)妙高参詣の遺風

妙高山はかつては広い信仰圏を持ち､大勢の登山者が､祭日で山が開かれる 6月 22･23

日に集中的に登った｡近世においては､妙高山が遠望できる頚城地方だけでなく､刈羽 ･

三島 ･古志 ･蒲原 ･魚沼の中越地方から来る者もあり､信州高井地方も妙高山が望めるの

で､信仰の念が厚く,妙高参りをする者が少なくなかった｡

妙高山参りについては､上杉謙信がかかわったという伝えがある｡謙信が所頗安全のた

め､妙高山の阿弥陀三尊に祈願し､天童和尚に代参を命じ､商内より 1村 1名の村代を出

し､小印を持って供をさせたが､その数は 1359本に達したという｡謙信の権勢ぶりを示す

話しになっているが､妙高登拝のとき.持参する旗の由来にもなっている｡同時に､妙高山

が嶺内の多くの村人から信仰され､登拝が盛んになされたことを語るものでもあった｡

しかし､明治初めの神仏分離､修験道廃止､廃仏穀釈の荒波は､妙高山登拝のうえにも

大きな影を落とし､中絶を余儀なくされることになった｡

今日､かつての妙高山参りが行われたことが知られる集落の数は多くはない.記憶から

遠退いている｡それでも､細々ながら､現在も上越市本町-丁目 (高田地区)の春日神社

の氏子の間で行われている｡神社が関与している故に神道化しているが､それがかえって

存続させる理由になっている｡近くの町内である北本町四丁目と仲町三丁目でも昔から行

われていたが､北本町のものは第二次大戦後中断し､昭和 31年ごろ復活したものの､同 

36年ごろ再び中止された｡仲町のものは､戦後も長く続いてきたが､比較的近年になって

中止された｡

農村部では､上越市石沢で行われ､先達横田氏の先導で村人が登拝した｡白装束姿の若

者が昇り竜の旗を持ち､貝を吹いて登ったという｡それは大正 10年ごろまで行われていた

が､その後途絶えた｡また妙高市長沢には新右衛門と喜太郎という 2人の先達がいて､隔

年交替で村の若者を連れて御山参りをした｡先達両家とも長短 2本の演 (臓)を持ち､新

右衛門のものは赤丸の模様で太陽を表わし､善太郎のものは白丸の模様で月をあらわした

ものという｡短い小旗は登拝に持参し､長い大旗は代参者が山から帰ってくるまで家の玄

関先に掲げた｡長沢の妙高参りは明治未年をもって中絶した｡新右衛門家には明和 4年 

(1767)6月の妙高山人峰先達号の免許状が残されている｡

妙高山参りに関係する文書や記録､旗や法螺貝などが伝わっているところでは､昔御山

参りが行われた証拠である｡妙高市土路には享保 14年 (1729)6月 22日､土路村の一行

が関山宝蔵院に着いたとき提出した登山者名簿の 『山参り覚帳』や年未詳の 『関山明高山

唱記』などが残っている (山岳宗教史研究叢書 17『修験道史料集 〔1〕』名著出版､1983

午)｡上越市須川の菱神鞍には明暦 3年 (1657)6月 26日付の妙高山先達職許状が伝わり 

(同上)､糸魚川市の相馬御風記念館には宝蔵院が宝暦 10年 (1760)6月に苅羽郡長鳥村 

(現､柏崎市)の先達に与えた妙高山人峯先達号免許状が伝わっている (青木重考 ｢妙高

山信仰｣『頚南』新潟県教育委員会､1966年).

長野県下高井郡の木島平村南鴨ケ原 ･同上木島大町 ･同中町 ･同赤岩 ･同計兄などに皆 
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先達がいて､その家に先達授与状や旗印その他の遺品が伝わっており､この地方にも国境

を越えて御山参りが行われていたことが知られる (金井喜久 ｢高井地方の ｢なんばいさん｣｣

『高井』58号､1982年)｡ 

(4)妙高山の称讃

妙高山参詣の道者は､登山中の要所要所で称讃 (一種の和讃)を唱えた｡現在､春日神

社氏子が先天祭と称して妙高登山をするとき実際に唱和しており､北本町四丁目､仲町三

丁目､土路で唱えられたものが記録されている｡いまその全体を概観すると､北本町 ･仲

町 ･土路のものはまさしく ｢南無阿弥陀如来｣の唱和を中J山こした和讃で､明治以前の近

世の姿をはばそのまま受け継いでいる｡しかし､春日神社氏子のものは神道化の跡が著し

い｡明治の神仏分離以降､参詣道者q)管理を春日神社に委ねたので､仏の名号を一切排除

し､代わって神名を登場させている｡

北本町など 3個所の称講は､はじめに六根の罪障を俄悔し､悪業煩悩､無量の罪容の許

しを請い､絶えず ｢南無阿弥陀如来｣を唱えながら､その間に四方四仏や中央-仏の名､

また妙高山中に安置､祭祀される神仏名をはさんで唱え上げる｡いかにも山頂に阿弥陀三

尊仏を示巳り､弥陀応化の霊場とされた妙高山にふさわしい和讃になっている｡

春日神社氏子の ｢妙高山参上唱歌｣は､願いをかける対象を ｢南方､皇産霊二神｣とし､

その間に諸々の神､妙高山内の神を唱えている｡仏 ･菩薩を神に替えた形なのである｡神

道への改変の跡は否定できない｡

いずれにしても､妙高山の称帯は､その冒頭にあるように､これまで犯した罪･稜れを､

阿弥陀如来の浄土である妙高山に登り､地獄の苦しみを味わうことで償い､清浄の体にな

って生まれかわろうという意図がうかがわれ､信仰の内実が知られる貴重な資料といえる｡

おわりに

天正の兵火で古文書､古記録､文化財等の多くを焼亡したことが惜しまれる｡そのこと

が､中世以前の妙高山信仰史や祭式儀礼の研究を妨げている｡幸い､近世の宝蔵院文書が

伝わっており､それ以後の実際をある程度うかがうことができる｡しかし､妙高山参りに

ついては早くに廃れ､その実態の把握には限界を感じないわけにいかない｡

この講演では､関山の祭礼と妙高山参りについて､近世にかけての実情や移り変わりの

一端をかいま見たにすぎない｡今後も検討を加え､幾分かでも明らかにしてゆきたいと思

っている｡ 

24
 




